
特別編：プラスチック製容器包装の“うっかり”間違いを無くそう！！特別編：プラスチック製容器包装の“うっかり”間違いを無くそう！！

◎最近、プラスチック容器包装の「うっかり間違い」が多くなっています。
　リサイクルできない物がまざっていると、収集されないだけでなく、リサイクル製品が作れなくなったりします。事例を確認して、間違いをなくしましょう！！
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きちんと分別して、
リサイクルを推進しよう！！

★中身を処理して、容器だけを出してください。
　※汚れが落ちない場合は、容器ごと「燃やせるご
み」でかまいません。

★「燃やせるごみ」に出してください。
　※ストロー、食器、ケースなど、プラスチック製品
そのものはリサイクルできません。

★「燃やせるごみ」に出してください。
　※コーティングされている紙類はリサイ
クルできません。

両方とも「紙製」

分別のポイント：マークを確認しよう！分別のポイント：マークを確認しよう！

★リサイクルできる容器包装には、表面やラベル
等に分別を示すマークが付いています！
　迷ったらマークを確認しましょう！！

事例1：中身が入っている事例1：中身が入っている 事例3：プラスチック製ではない事例3：プラスチック製ではない事例2：容器・包装ではない事例2：容器・包装ではない

この場合、包装フィルムがプラ
でカップは「燃やせるごみ」

この場合：ボトルがプラで
ふたは「燃やせるごみ」


	ページ 1

